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東海大学ソーラーカーチーム殿とのお取り組み
当社炭素繊維“トレカ”のご紹介

２０１７年８月２９日
東レ株式会社

産業材料事業部長
奥村 勇吾
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2東海大学様との取り組みについて
２０１１～ ２０１３～

２０１５～ ２０１７～２０１７～

2011年より継続して東海大学ソーラーカーチームを支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年より継続して東海大学ソーラーカーチームを支援



3グリーンイノベーション事業の拡大
地球環境問題や資源・エネルギー問題の解決を通じて社会に貢献、

東レグループの持続的成長を支える
東レのグリーンイノベーション事業

2015年度 売上高 6,571億円

ＧＨＧ排出削減
・航空機・自動車・風力発電翼・
圧力容器用炭素繊維等

・リチウムイオン電池用セパレータ環境低負荷
・非ハロゲン難燃材料
・東レ水なし平版®

水処理
・ＲＯ・ＭＢＲ・ＭＦ/ＵＦ膜
・家庭用浄水器

リサイクル
・再生型・循環型リサイクル／
マテリアル・ケミカルリサイクル

空気浄化
・集塵フィルター／エアフィルター

© LUXFER GAS CYLINDERS

自動車用リチウムイオン電池向け

© BOEING

画像提供：
トヨタ自動車
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＜グリーンイノベーション事業拡大（ＧＲ）プロジェクトの売上高推移＞

グリーンイノベーション事業の拡大



 201６年度売上高 : 1６１６億円
(東レグループ2兆円)

 市場推定シェア 45-50% 
 グローバルな生産拠点

(日本,米国, 仏,韓国)
 地域・用途にバランスの取れた

ビジネスポートフォリオ
 主要顧客

- 航空宇宙 : ボーイング,エアバス
- スポーツ : 主要トップブランド
- 産業 :主要自動車メーカー

ベスタス（風車）等

航空宇宙産業

スポーツ
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東レ炭素繊維ビジネスの概要 5
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6商業生産開始以降の炭素繊維需要の推移
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＜東レ推定＞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
炭素繊維は、１９７１年に当社が「トレカ」のブランド名で世界で初めて商業生産を開始以来、新たな市場創出の挑戦の連続でした。当初は、ゴルフシャフトや釣り竿などのスポーツ用途での市場開拓が進んだものの市場規模は小さく、１９８０年代に航空機の二次構造材に採用されてから漸く市場が本格的に立ち上がり、８０年代後半に航空機一次構造材に採用されました。一方、この頃に欧州でＦ１スポーツカーへの適用を進めていました。１９９０年代に入ると産業用途での適用が始まり、その後はリーマン・ショックで一時的に市場が縮小しましたが、順調に市場拡大が続いています。今後は、航空機用途での採用拡大に加え、風力発電翼や自動車などの産業用途での飛躍的な市場拡大が見込まれています。



7ソーラーカープロジェクトについて



炭素繊維 中間基材 ボディ成型
プリプレグ、織物など

Japan
/Asia

ソーラーカープロジェクト支援体制

• 炭素繊維材料からソーラーカー製造まで一貫してサポート
• F-1・ロケット等に使用される最先端材料のご提供
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Toray has a long supply chain within itself, producing our own precursor, to final composite molded parts in Japan and the USA. This allows us to discuss with customers on various development topics.Currently we are building a facility to produce precursor in Europe. Also, Europe has an extensive variety of composite manufacturers.これは、それぞれの拠点がサプライチェーンのどこまでを担当しているかを示したものです。日本では、愛媛工場を中心に、炭素繊維の原料となるプリカーサから炭素繊維、プリプレグ、織物、成形品まで全てのサプライチェーンを構築しています。米国では、コンポジット以外の垂直統合体制が整備されています。欧州では、フランスで現在プリカーサ工場の建設を進めており、完成時には炭素繊維との一貫体制が整います。加えて、川下にあたる成形品事業が充実しています。韓国は、取り敢えず炭素繊維の製造を始めますが、日本と一体運営を基本に拡大していく計画です。

http://www.toray.co.jp/


東レ・カーボンマジックについて

タイ シラチャ市
従業員300名、新社屋16年2月完成

＜事業内容＞
レーシングカー開発で培った「ものつくり」技術を応用・発展させた
コンポジット製品開発と量産

＜カーボンマジックならではの特長＞
① あらゆる用途の工業製品・部材の性能・機能向上ニーズに積極的対応
② コンポジット製品の構想から試作開発・量産まで、連続的一貫社内対応

③ ＣＦコンポジットの性能を最大限に引き出す総合設計技術と最適製法選択
④ オートクレーブ製法を主体とした複雑・精密・一体成形技術で最高性能を追求
⑤ 日本で効率的な短期開発、タイでコスト効率に優れた量産対応

企画・計画 設計・解析 試作 評価・改良 量産 品質保証

2013年4月設立 滋賀県米原市
従業員200名

東レ・カーボンマジック概要 9
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炭素繊維を使用した最適なソーラーカーの設計、解析を実施

ソーラーカー開発プロセス
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Autoclave
■工程概略

オートクレーブプリプレグ 裁断 レイアップ
バギング

確認・仕上げ・
塗装・組み立て

脱型
トリミング

■オートクレーブ成形

航空機、レースカー製造に使用する材料、技術をソーラーカーに適用

ソーラーカー製造工程 11



SOLARCARソーラーカー完成品（塗装前） 12
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学生に最先端のものづくりの現場経験を提供

教育支援活動：学生の車体製作への参加
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2017 佐藤琢磨選手 INDY500優勝2001 佐藤琢磨選手 British F3優勝

東海大学ソーラーカーチームの皆さんの安全とご活躍を祈念しております！

最後に
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